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理事長賞

内　容

　武田主任は医事の主任として日々 の業務の中で分析を行い、診療報酬に精通し院内のゲートキーパーと

しての役割を果たしながら、施設基準、回復期１・療養基本料１の維持に貢献しています。

　データ提出加算、在宅復帰率、介護保険取得によるリハビリテーション点数の減少を防ぐための目標設

定等・支援管理シートなどなどを漏らすことなく網羅し、必要に応じて情報発信し、システムづくりにも余念が

ありません。　

　今回、回復期も療養も基本的にはマルメになってしまい、定められたもの以上の収益の増加はかなり努力

と整理が必要です。そんな中、療養病床入院基本料における夜間看護配置加算の取得を目指し、看護部

と協力しながら達成したことを上げさせていただきます。

　この夜間看護配置加算の要件として身体拘束を行わないこと、並びにそのことに対する記録を整理する

ことが挙げられます。

　別の要件としてADL区分3以上の方が50％以上というところもあり、看護部に確認をしながら、事前準備

を重ね、要件を満たしたタイミングで加算の届け出を行っており、スケジューリング能力も目を見張るものがあり

ます。

 増収としては一日一人45点ですので45×10円×45床×365＝約740万円とかなりの増収となっています。

竹川病院       武田　知樹

療養病床における夜間看護配置加算を取得し、収益の向上に貢献した功績。

Ma-D　矢吹　周二

夜間看護配置加算の要件を整理し病院収益の向上に寄与したこと。   
   

       

       

       

       

       

       

       

       

       

     

           
        

功 績

推 薦 者
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